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(C) ＸＭＬ・学術出版の課題と対策

(1)自動組版問題

デザイン問題：数式等

(2)執筆段階からのＸＭＬデータ作成

ＸＭＬ自動組版するにはＸＭＬが事前に必要

(3)校正問題

前述

(4)電子ジャーナルへの移行と紙出版の統合

(5)コスト問題

(6)査読システムとコンテンツ管理
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Ｃ‐１．自動組版のデザイン問題

(1)組版・デザイン問題が解決できていない
①ＸＭＬは本来、下図のように体裁に対し、関知しない立場
②ＸＭＬで自動組版ができると幻想
③いずれも、フォーマッター（ＤＴＰ等）の問題であって、ＸＭＬの問題ではない

⇒解決方法は？
①微細なデザイン調整をやめる ⇒ 企業系マニュアルで適用
②手動修正と混合制作ライン
③『構造』と『表現』の分離という固定概念は

『構造』と『表現』を保有したＸＭＬから使用時に分離する。

という《デザインＸＭＬ》の機能を提供 ⇒ ＤＣ途上、OpenXML
★フォーマッタの進化を期待 Indesignの進化
★ＸＳＬＴの習得（ユーザーの努力）

(2)校正問題が未解決
仮に自動組版ができても、責了まで赤字が入る制作体質では、最終的なＸＭＬの生成が困難
完全原稿の作成は不可能。校正プロセスの改革。

(3)そもそもＸＭＬデータが作成できない
⇒Word２ＸＭＬで解決

(3)ＸＭＬデータができても、１種の利用しかできていない
(4)マルチに利用するには開発コストがかかる

文書（実体）

文書構造 文書体裁

ＤＴＤ、Schema 固有体裁情報

要素タグ、属性タグ スタイルシート

ＸＭＬは対応
しない図２：文書とＸＭＬの構造、対応関係
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ＸＭＬデザイン問題を解決するIndesign

企画

執筆

編集

組版

ｱｾｯﾄ
管理

InDesign小組テンプレート
上の各アイテムを、XMLタ
グと関連付けします。
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Word２ＦＯによる自動組版
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Word２ＦＯによる自動組版
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Ｃ‐２．コストと技術問題
３．ＸＭＬシステムに必要なツール

ＸＭＬを操作したり、システム化には下記のようなツールが必要。

・ＸＭＬ文書（XMLエディタ、 XMLタグ生成ツール）ツール

ＸＭＬ文書そのものを作成するツール。専用のツールやMS-Officeから変換するもの、

タグのみを扱うツールなど多数ある。 ⇒Word２ＸＭＬ

・ DTD(XMLスキーマ)設計ツール

ＤＴＤやSchemaはかなり専門性の高い技術であり、専用の高価なツールもあるが、

直接人的に作成するケースが多い。

・ＸＭＬパーサ（ＸＭＬ Parser)
ＸＭＬ文書をロードし、構文チェックを行い、 XML文書を他のプログラムやシステムへツリー化して引き渡すツール。

ツールのレベルによってスキーマ妥当性のチェックも行う。代表的なツールとしてMS-XML等がある。

・ＸＳＬＴプロセッサ

ＸＳＬＴによって指定された変換仕様を実現するコンバータの一種で，XMLのファイルを全く別の構造や形式の

ファイルに変換することができる。サーバサイドでXMLをHTMLに変換，Web ブラウザ上のものなどなどがある。

・XSL生成ツール

ＸＳＬも専門性が高く、適当なツールが少ない。直接人的に作成するケースが多い。

・ XMLデータベース

ツリー構造をそのまま扱えるＸＭＬ専用のＤＢがある。XML処理のためのAPIが揃っている。

その他、RDBのXMLオプションで対応できるようになっている。

・ＸＭＬブラウザ

ＸＭＬを表示するＸＳＬプロセッサのユーザーアプリ。 Internet Explorerは代表的なブラウザである。

＋ＸＭＬ自動組版システム
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